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C 65 女性の料理に対する関心度の測定

　　　東京ガス（株）都市生活研究所　馬場きよみ

〔(社)日本家政学会

〈目的〉一億総グルメ時代と言われる一方で。家庭料理の崩壊が心配されている。女性の

料理に対する関心度合は人によって大小があろうが、それを客観的かつ定量的に測定する

尺度を開発し。『女性の料理関心』についての分析を試みようとするものである。

〈方法〉G I、プレテスト２回及び本調査（有効回収1354）等を経て、･料理関心測定尺度を

開発。併せて実施した食生活.食実態調査と料理関心測定値との比較分析を行なった。

＜結果〉①料理関心を一元的に計るのではなく、食に関する８分野（作る、食べる、味、

栄養。真心、雰囲気。情報、合理性）を設定し。多元的に捉えることにした。②8 分野73

個の項目に５段階評価で答えてもらい、その結果から料理関心度を算出する方法を作成。

③個人の測定値は図１のように表される。1354人の値は各分野15～70点程度■ ④属性や食

生活状況などの項目で料理関心度を比較分析すると差が明確にでた。図2･3 ⑤作る関心に

影秤する要因としては母親に料理を習った経験、栄養関心では母親の栄養面での教育。食

べものの好き嫌

図I

ぎ

6
0
　
8

９

附

Iるなどが挙げられる･，

ン

－Ｌ一／栄養
隔　19.9

C 66

図2

真心

5
5
　
5
0
　
4
5

1

既婚

未婚

現代の食生活と食器との関わりについて（第l報）

　岐阜大教育Ｏ長野宏子　馬路泰蔵　渡辺光雄
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　目的　食生活が多様化した現在において食生活を食材，栄養および行動等の観点から調
査した事例は多いが，我々が毎日使用する食器の面からの報告は少ない。料理の最終段階

である盛り付け食器には流通・加工など社会的レベルから家族レベル，個人レベルまでの，
つまり食べる段階に至るまでの意思決定，料理段階が凝縮されている。従って食事時にお
ける食卓上の食器と食事内容，食卓周辺の状況を探ることで広義の食生活の実態，さらに

食生活の豊かさを追及することを目的とする。
　方法　岐阜大学および秋田大学の教育系の学生各々165名,60名を対象として調査を行

った。講義のある月曜日から金曜日までの一日を選び。一日の食生活の状況を解答選択と
桧によって記入させた。桧には料理，その材料ならびに食器に留意して記入するように指
示した。食生活全般が把握できるようカテゴリー化し集計を行った。
　結果　1.朝・昼・夕食の基本三食の食器数は，夕食5.7個，朝食4.5個，昼食3.3個
であり，喫食場所. IB)席者・数が影響している。 2.家族との食事時に用いられる共通盛

り食器は一日一人当り2.4個使用しており一日に使用する食器の15. 5Xにあたる。朝食と
夕食で1.1個から2.7個使用されており，なかでも家族と同席している場合には，使用食
器中にしめる割合が高く31X～35S(使用されている。3.使い捨て食器の形態は，袋物，

筒状のものが多く，その使用は昼食において主食のパンで多く使用ざれ全食器中2Q.b%使
用されている。


